
近世中期における立山来迎信仰に関する覚溢

一新出史料『立山来迎仏』（金沢妙慶寺蔵）をめぐって一

加藤基樹
＊

はじめに

越中国立山の歴史的変造の中で、 貞学3年(1686)

4月、 加質国金沢（現石川県金沢市）の浄土宗三か

寺、 すなわち浄安寺12世の心誉頓同、 極楽寺28世の

筵券利笈、 妙）羹寺5世の向巻唱阿が辿名で呼びかけ

を行い、 岩餅寺を通じて立山登拝ル ー トの整備費、

ならびに立山室堂へ大規絞な寄進行為を展開したと

いう史的事実がある。

このことを示す史料は、 岩\\弁寺雄山神社に伝存し

ており、f新川郡岩絣寺衆徒 立山山頂宝蔵寄付券

序一巻」（以下、『寄付券記jと称する）という名称

が付される,,。 この史料は、 立山信仰史研究におい

て、 比較的早くから知られた箸名な品録の一つでは

あるものの、 従来、 研究はほとんどなされて来なか

った。 その理由は、 多数の寄進内容と現存辿物との

照合を試みるも、 明治初期の神仏分離政策に伴う排

仏述動や、 室堂平の観光整備に伴う造成などによっ

て、「寄付券記j所叔の辿物が悉く散逸しており、

その突合がにわかに立ち行かず、 現存迫物の将来根

拠としての史料的価値が定沿しなかったためであろ

うと解せられる。

今後、『寄付券記』の記載に関する多面的な籾究に

よって、 近世初中期頃の立山室堂の梨観や岩餅寺の

信仰的・経済的ネットワ ー クなど、 未だ不明な問俎

が明らかになる可能性がある。 しかしながら、 当該

史科の成立秤ぶiを初めとして、 幾多の問返が横たわ

っており、 その一つ一つの分析は決して容易でない。

＊富山県（立山栂物館］学芸具。 日本近世生活文化史．家教民俗学専攻。

本稿では、 まず本秘の目的と深く関辿する記叔に

限定して、［寄付券記』を概観してみたいと思う。

そしてこれを踏まえた上で、 浄土宗三か寺のうち、

妙疫寺より、 今般、 新たに発見されたf立山来迎仏」

なる図像について、 立山信仰閾係の新出史料紹介と

して、 所見をまとめ、 近世中期頃における立山来迎

信仰研究の一助としたい。

安妥山妙皮寺本堂

なお、「立山来迎仏』発見の経総は、 平成21年2

月13日（金）、 妙巖寺住職の内田明徳氏を訪問、r寄

付券記jに関辿する妙／袋寺史料調査の意図と問坦点

などについてご理解を賜り、 調査に快く応対してい

ただいた。 妙疫寺の成立と移転にかかる寺勢の展lifl

や寺院規校、 また近世金沢寺町地域の大火などにつ

いて、 妙巖寺の視点からご教示をいただいた。 本fi•;；j

の内容は、 妙9泌寺法宝物群の仮瀾査から得られた成

果の一部である。
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1. 近世金沢の寺院と立山

1 - , • r立山山頂宝蔵寄付券序』について

まず、 金沢浄安寺心券頓問、 極楽寺虹券利認、 妙

巖寺向脊唱阿ら三人が立山至棠寄進の頻主となり、

その内実を示す史料 r寄付券品」について、館i単に

概観しておこう。

r; が付券記』は、 今日、 岩齢寺雄山神社（前立社

招）において2点現存が確認されている。 それは巻

チ本(29.2 x 697cm)とその写し で あ る 冊 子 本

(26.3 x 18.5cm)である。 後者の冊子本の奥：, 1 :: に、

右一冊者本山一軸之写也、 向後若一柚及退転者、

以一fl!]-補写之、 又一冊令紛失者、 以ー !lid1補写之、

尽未米際、 不可令断絶者也、f)!J両処二調骰意趣

如件

加）廿金沢妙慶寺

向榜比丘唱阿（朱印）（花押）

とあり、 両者は単なる厭本と写しの1刈係ではなく、

双方に補写の1処係をとりながら、 同等の機能を付与

されたものである。 巻子本と冊子本という2種の形

態を用慈したことについては、 強い永続性が認めら

れよう。 また内容的には、 双方に度重なる追箪箇所

が多数確認でき、 近世後期まで岩餅寺が度々寄進を

受けた様子の一端が記録されている。
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r窃付券品」のが文は次の迎りである。

立山窃付券；i切·；

［朱印J(V'i洞正宗）

越中之立山、 山径険而茅裕、 山川急而無粕、 古

米欲登山者無不息之、蕊本州金沢迫俗見其如是、

捨財作券、 寄付之、 於岩餅寺約言自今以後年々

収此息利以除山径茅．窄造山川藤柏、 尽未来際莫

令断絶．鳥乎用心之勤誰不称咬、 記得持地菩薩在

困地時、 常於要路池口、 田地険厖有不如法妨捐

車馬、 悉秤平坂、 或作拾梁或負沙土、 又平地待

仏、 仏序m告口、 当平心地則世界地ー 切皆平、

爾時苦陸心IJr-J :1謡解、 悟無生忍、 今此諸人恙是持

地之徒故、 又当平心地栢無生忍、 且於室滋鋪廷

点燈、 施其費用永及無窮、 不亦苦乎、 一日浄

安．極楽· 妙慶三寺上人、 捧券特来乞措一言於

其端、 乃揮浴応直也。

貞享三年迎次丙寅閏三月二十八日、 加州金城

金獅峰椙樹林大乗談国禅寺白卍山揆（印）（印）

寄付行為の経綽とその意義を語るこの序文は、 曹
よ／� ご,.

洞宗の触頭寺院であった金沢大乗寺の卍山迫白によ

り記され、 浄安寺・極楽寺・妙慶寺の浄土三ヶ寺の

俯らを願主とする寄進行為に深く鈴同するというも

のである。 この1乎；文から、 寄進の目的は、 越中立山

への登山の便をはからんがため、「山径茅草」を除き

（登拝追のー1罪刈）、「山川藤柏」を造る（怠峻な常願寺

川に藤柏を架ける）ため、「本）+I金沢」の「迫俗」ら

が「拾財作券」し、 寄進が行われたことがわかる。

1 - 2. 卍山道白

卍山迫白は、 認永13年(163 6年）備後に生まれる。

江戸初期の曹洞宗俯侶で、 高秀文春、 月舟宗胡らの

下に参禅し、 月舟宗胡の法を嗣いだ。 宗胡の後席と

して加質国大乗寺の住職となった。 師である宗胡、

面山瑞方らと共に曹洞宗の宗統復躾を唱えて、 宗門

の嗣法・規矩の更正に尽力したことでよく知られた

近世；心；i•:'lの一人である。

卍山道白もまた、 月舟宗胡とともに、 立山室堂ヘ

廷科や燈明科を寄進しており、 殊に燈明科の寄進に

ついては、 岩餅寺雄山神社（前立社坑）に、

室堂永代燈明科

金子老両

大乗寺

卍山

とみえる文：内が現存している。 こうした卍山迫白の

燈明科寄進は、 延宝8年(16 80) から元禄4年

(1691)までの12カ年に渡り、 継続的に行われた。 す

なわち、 迫白の立山に対する信仰的関わりは、 浄土

三ヶ寺による発願に、政治的に呼応したという様な、



箪なる権威の付与といった受動的契機によるもので

はないのであろう。 このことは、 迎文・延宝期以降

の浄土系寺院の動きと·,,
ll/7靡jiの動きについて、 いわ

ゆる近世戒律主義による押念一致の思想的辰!Jfjの中

で、 問題化できる諜題の一つであるが �I 本稿では触

れず、 別稿に譲りたい。

1 - 3. 「寄付券記』三カ条

さて［寄付券品」は、 卍山迫白の序文に続けて、

三カ条の定：湘が辿なる。

如左之苫面寄附之金銀以利足、 毎歳迫刈藤

柏、 無隊怠、 可令修造之事。

室淡燈明井敷物等、 無池断可勁之事。

寄附之金銀、 無紛失様二、 衆徒中入念t芍方

致吟味、 元利無滞、 可令相続。 若f11i'主手�jij

相辿之儀出米、 本銀不足於有之者、 為辿判

中補之、 可守永代不易·F。 附 述判中及

子々孫々可為同前::j�。

すなわち、 ①：湘面にある寄附の金銀の利息で、 毎

年、 登拝路の道刈をし、 藤柏を修理すること。②室

党．の焼明と敷物（廷）など、 油断なく勁めること。

そして③寄附の金銀を紛失しないように、 岩齢寺衆

徒らは入念に貸す相手を吟味して、 元本を滞りなく

相続させるように。 もし、 借り主との間に相辿する

ことができ、 銀元本が不足したならば、 岩前寺衆

徒．社人ら述判中としてこれを補い、 永代守ってい

＜ことは容易くないことである。 追記として、 岩餅

寺衆徒•社人ら述判中、 その子々孫々も同前のこと

である、 と三カ粂の定：�i:が掲げられ、

右之趣、 無相辿様、 可相守之。 若於辿背者、 恭

可菜祁；山権現井末社之冥：;iJ者也。{}:,辿判如件。

貞享三丙寅年lill月八日

岩餅寺

常住坊（黒印）

一乗坊（黒印）

趾城坊（黒印）

!J1111'i;)駐樹／安投、界少埒寺祓r、LUI米迎仏」について

千光坊（黒印） 蛮蔵坊（黙印）

筵乗坊（黒印） 無動坊（黒印）

中迫坊（黙印） 明星坊（黒印）

般若院（黒印） 蔵生坊（黒印）

闘林坊（黒印） 闘光坊（！懇印）

玉蔵坊（黒印） 玉林坊（黒印）

延命院（黒印） 実教坊（黒印）

多賀坊（黒印） 惣持坊（黒印）

実相坊（黒印） 水泉坊（黒印）

財知坊（黒印） 六角坊（黒印）

南泉坊（黒印）

このように、 貞享3年(1686) 4月8日、 岩前寺の

常住坊、 一乗坊、 円城坊をはじめとする岩絣寺24坊

家がこの三箇条を承認し、 辿名し黒印を押しており、

以降、 岩餅寺の総滋として機能し、 紙承されたもの

とみられる。

1 - 4. 小 結

『寄付券叫には、 浄安．極楽・妙｝妥寺の浄土宗

三か寺や卍山迫白0)大釆寺をはじめ、 玉呆寺（時宗）

や波祐寺（兵言宗触頭）、 宝円寺や天徳院や桃虚寺

などの加賀湘前田家の菩提所ともなった曹洞宗寺

院、 その他、 玄門寺（浄土宗）や如米寺など、 金沢

城下に再編成された有力寺院が名を辿ねている。 こ

れらの寺院がすべてに及んで利t極的に立山を信仰し

ていたというのは早社であろうが、 金沢の寺院にお

いて、 宗派を超えた一大事業であったことは疑いな

ぃ。 そうすると、 これらの寺院を束ねた浄土宗三か

寺や序文を抑浴した大釆寺の卍山迫白らの立山整伽

事業の慈図や、 立山の宗教的世界観を取り込もうと

する寺院間における政治的関係などが問題になるで

あろう。 いずれにせよ、 現段階においては、 立山信

仰の信仰展を問題にする際に、 立山側から形成述動

を展開することで成立した柏那拗を中心とする議論

に加えて、 金沢城下における寺院間ネットワ ー クを

起点とする立山信仰世界もあったことを確認してお

きたい。

23 



富111県［、i: 山t.'j:物館）研究紀災 第16り· 2009年3月

2. 妙慶寺略史

2-1. 安蓑山妙貶寺由来

r当寺古跡由来：；1::』（成立年未詳、 妙燦寺蔵）に

よると、 妙凝寺は文和元年(1353)頃、 越中国牧野

村にあり、 安投山極楽寺と称したという。 貞享2年

成立の「寺社由緒古」（上巻）に、［寄付券記』に関

わった向榜唱阿が、 次の様に寺史を示している。

妙凝寺

当寺淵謝者、 元和元年城ぞを求照和尚建立ニ

而、 至当歳七拾壱年二罷成候。

当寺閲基之由米者、 松平伯者高岡越之已後、

亡f=:):妙慶尼牌所建立仕度旨、 奥村故歴幡を

以言上仕候之処、 微妙院様為 御意、 当

辰敷千六百歩拝領仕、 ー寺致建立子今居住

仕候。

開山6拙佃迄五代二罷成申候。

金沢泉野寺町浄土宗 妙慶寺

向榜

貞享弐丑年十月三日

天正年中、 前田利家が佐々成政と越中にて交戦の

おり、 利家家臣松平伯若守康定は、 住イ府の城脊に当

寺を松平氏の菩提所と為すことを約束し、 兵火によ

って罹災した後、 金沢に寺基を移したことが知られ

ている。

元和元年(1615)、J,l� 定は生毎である妙凝尼（疫

袋16年没）と父の位牌所を建立するために、 加賀浙

第三代前田利常より寺地を賜り、 党字を造営し妙慶

寺と号し、 城券和尚をIJfJ山とした。

なお、 今 日の本党もまた妙慶寺第5世向券によっ

て建立されたものであり、 金沢寺町を製った大火を

免れ、 割建当初の寺観を今に保持している心

2- 2. 浄安寺と極楽寺の由緒と「寄付券記』の

成立

『窃付券記jに鎧み、 浄安寺と極楽寺についても、

『寺社由諸：， い」所載の由諸内容を前i単に確認してお
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こ ぅ ゜

浄安寺は、 天正三年(1575)、 貞蓮社白巻笈松が

建立し、 心券頓同は12代目住持にあたる。 当寺もま

た、 妙股寺と同様に元和元年に加質浙第三代前田利

常より寺地を賜り、 堂宇を造営している。

極楽寺については、 筵巻利邸によって由緒が記さ

れている。 極楽寺もまた元和元年、・前田利常より寺

地を賜り、 才蓮社将労が開山・建立したという。 た

だし、 筵券の由緒害には、［寄付券記jを考える際

に、 注滋が必要な箇所がある。 それは「― 1m山5

拙イ,,�•迄六代二罷成申候御 ．． 事」とあり、 筵券は自身が

極楽寺6世である、 と加質湘に提出している点であ

る。「寺社由緒：, 1 ::』の翌年に成立した［寄付券記j

には、 筵巻は「極楽寺28世」とみえている。 この相

辿については、 妙燦寺がかつて「極楽寺」と称し、

妙｝羹寺 ・ 極楽寺ともに山号「安必山」を冠している

ことが関係しているものと思われる。 妙疫寺の寺伝

によれば、 越中国牧野村の元極楽寺が金沢に移転し

た際、 前に見たように妙脱寺と極楽寺に別れたとい

う。 おそらくこうした経綽が、 かかる記載相辿につ

ながったものと考えてよいだろう。

この問題については、 史科的に判然としないが、

想像をたくましくするならば、 次のような見通しを

立てることができよう。すなわち貞享年間において、

極楽寺側では、 元和元年のI荊基を以て正統的由緒と

していたが、 妙慶寺側は、 極楽寺を越中国牧野村の

元極楽寺に系諮を遡るものとあえて見なしたのであ

ろう。 というのは、 当該時期の妙炭寺においても、

「筵脊極楽寺6世」という認識は共有されていたは

ずである。 しかし「寄付券記」においては、 三か寺

が辿名で並ぶ際に「筵券極楽寺28世」を共有したの

であるが、 これはおそらく極楽寺筵巻の主張ではな

いと思われる。

こうしたことが罷り通るには、 妙脱寺向巻唱阿が

［寄付券記j作成の中心となり、 浄安寺心巻、 極楽



寺筵券に呼びかけ、 三か寺を束ねる際、 あえて極楽

寺に正統的系諮を付与したものとみるのが妥当であ

ろう。「寄付券記」に極楽寺j'.絃その釈極的関わりが

あまり見いだされないことからも察せられる。 やは

り「寄付券記』における浄安．極楽両寺の関わりよ

りは、 むしろ妙巖寺向巻のほうが際立ち、 他の寄進

者に比しても関係が深い。 例えば、「芦愈より湯ノ

川まで迫刈科」として銀百目、 玉殿窟に奉納され鍍

金の地蔵、 湯又藤柏料として銀百五拾目のほか、

謬巧寸券記j冊子本の奥書を記していることなどか

らして、 その1刈わり深さが推察されるのである。 述

名の順に注目しても、 浄安寺、 極楽寺に次いで三番

目に妙）羹寺が記されていることは、 妙慶寺向券の筆

加厄汐臥樹／安投寺妙疫寺蔵［立i.lJ来迎仏」について

記で、 謙ってのことであろうと思われる。 こうして

I寺社由緒―ふド』によって、 図らずも「寄付券記」の

成立行菜の一端として、 貞享頃における立山登拝ル

ートや室堂の整備のための寄進事業は、 妙慶寺向巻

が扇動的に行った可能性が垣flJJ見られるのである。

こうした推論が妥当であるならば、 妙）磁寺と立山

の関係に論点を絞り、 妙｝羹寺の信仰的個性として立

山との関わりを考察するという方法が可能となるで

あろう。 妙慶寺・向巻と立山・岩餅寺との1関係に関

する史科収梨・分析を遥して、「寄付券記j研究が

進展するものと思われるが、 本稿ではその指摘にと

どめ、 今後の課題としてあげておくことにしたい。

3. 『立山来迎仏』の概要

「立山来迎仏］は、 妙｝泌寺匝裡の北側の納戸に納

められている。 納戸には、 嘉永元年に妙炭寺忍巻代

に線められた記録箪笥に法要記録や出納蔀が納めら

れるほか、 什物・貸地に関する古類、 妙脱寺発行の

火伏の守札、 松家写兵、 住職股歴なども収納されて

いる。 軸装の仏画や絵画、 前住による黒鉛や沿画な

ど数十本は、 それぞれ木箱に込められ整然と並べら

れている。「立山米迎仏」は、 それらの中から発見

された。 査科栢報は、 次の通りである。

• 木箱入り、 1点。

・包紙なし。

• 木箱側面に「立山来迎図」と農：，いあり。

• 木箱器：苫に「窃士山（以上黒消）立山来迎佛Jと

あり。（木箱には、 これら以外に関ぷ内等杏き込み

は認められない）

木箱内には一軸のみを認めた。 略縁起や苫付など

は伴っていない。 俵背に「立山来迎佛「九号」（張

紙）妙慶寺什物」と悶苫があり、 木箱に見られる坦

杏と一致する。 しかし、 軸端幅が53.0cmあり、 木箱

縦寸法(84.5cm)より大幅に短小な装丁である。 本

来、 木箱と中身が別物であった可能性がある。 今の

ところ、 本夜科に関する文献的手がかりがなく、 な

ぜこうした寸法差があるのか、 にわかに別物であっ

たということもできず、 未詳といわざるを得ない。

とはいえども、 木箱盗苫の閑消部の「窃士山」 に注

意するなら、 木箱縦寸法に等しい「窃士山来迎仏j

なる軸装の絵像が存在し、 別骰、 あるいは散逸する

などし、 現在は「立山来迎仏jの箱として二次使用

されて現存した可能性も考えられる。

なお本図は後掲の裏：； I[: きを残している。 以下では、

図像、 裏杏きの文言などについて、 詳しく考察して

みたいと思う。
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4. 図 像

本図は紙本沿色で、 背1�: 部分を紺地にして彩描か
｀

施されている。 本紙、 表具ともに修復の痕は認めら

れず、 やや虫損が目立つものの、 彩色など状態はお

おむね良好である。 おそらく、 本図が作成されてか

ら、 あまり人目に晒されることなく今日まで継承さ

れてきたものと思われる。

本紙の法：：代は、 縦70.Scmx横36.8cmである。 画面

中央、 乳白色の舟形光抒を包んで流れ飛芸に乗った

阿弥陀如来、 観音菩薩、 勢至菩薩、 いわゆる阿弥陀

三将坐像に加えて、 金色の化仏13体が配されている。

三作は、 いずれも二煎円相光抒を負って角位国述弁

に坐し、 中Y,�(のみ頭光と身光を伴い、 七重の蓮花座

に坐している。

中J/fの阿弥陀如来の印相は、 右手は大指（殺指）

と頭指（人差指）とを捻じ、 掌を外に向け、 左手は

大指（親指）と中指とを捻じ、 ？れを内側に向けてい

る。 このような印相は説法印（転法輪印）と称され

るが、 かかる印相の阿弥陀三椋の図像（仏教絵画）

は、 笠見の限りあまり作例がない。 わが国における

阿弥陀三）!fは、 来迎図が圧倒的に多く、 たいてい米

迎印かつ立像の様が将辿的である。 とはいえ説法印

の阿弥陀三将．の彩名な作例がないわけではなく、 法

隆寺金棠壁画阿弥陀像や当麻寺織成観経位荼羅（当

麻坐荼羅）中Jげなど、 平安時代以11,j成立の作例が知

られている ＂ 。

中J!fの阿弥陀如来坐像頭部から、 上方に三筋の光

明が放たれている。 中央の光明は画面中央を買き、

画面左の光明は太協（日倫）を、 対して画面右の光

明は梵鈍（喚鈍）に向けられている。 この図像の泣

大の特徴は、 ここに梵銃（喚鈍）が描かれているこ

とにあるといえよう。『立山父荼羅」や諸国の寺社

参詣此荼羅に散見されるように、 ＇此荼羅として「紅

日白月」を描こうとし、「白月」が「梵筋（喚銃）」

に変化したものであるのか、 また後述するプロッケ

ン現象との1渕係で、 太協（日倫）を描いたのかは不
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明である。 川口久雄氏 j Iや訟j瀬重雄氏,:, が指摘する

ように、「紅日白月」を聖衆米迎や阿弥陀三粉来迎

とともに立山極楽の一要索として、 仏の瑞光として

の日月燈明を窓味するという解釈によるならば、 立

山を日月照光の山と意識されるなかで成立したと考

えることもできよう。

本図の像容は以上の迎りである。 ここから図像的

特徴に注意すべき点として、 次の2点に注目してお

きたい。 それは、 ①説法印相の仏三椋と化仏13体の

将．格比定、 ②梵鈍（喚鈍）の意：味についてである。

まず①の説法印相の仏三おと化仏13体の�r格比定

について確認しておきたい。 というのは、 本図は

「立山米迎仏」ということから、 当然のこととして

「阿弥陀三J!r」とした。 結論的に言えば、 やはり

「阿弥陀三J:r」に、 化仏都合13体を加えた釆迎図と

理解して誤りないものと思われる。

しかしながら、 本図を「立山来迎仏」であると意

識的にみた楊合、 A. 中J!rが坐像であること、 B. 印

相が説法印であることなどを考磁しなければならな

いであろう。 すなわち、 A. について、 中J界が阿弥

陀如米であり、 立山浄土における阿弥陀来迎図であ

ると見た時、 立山浄土を描いた他の路If象に、 阿弥陀

如来を坐像で描いたものは管見する限り存在してお

らず、「立山位荼羅」をはじめとする絵画史料にお

ける阿弥陀来迎の図像は、 すべて阿弥陀如米立像の

三J原形式で描かれている。 阿弥陀来迎図は、 各地に

多数の諸本が伝存し、 その像も多様性を以て確認さ

れているが、 阿弥陀釆迎図はたいてい立像で描かれ

ることが多い。 確かに、［阿弥陀聖衆来迎図」（滋質

県安土町浄厳院蔵）や「阿弥陀三椋米迎屈1』（石川

県金沢市心述社蔵）など、 坐像の阿弥陀米迎図も認

められるが、 両者とも米迎印であり、 B. の問題と

して、 本図『立山米迎仏』が説法印ある点で異なっ

ている。 しかし、『聖衆来迎図J (京都安楽寿院蔵）

や『阿弥陀二十五密薩来迎図」（福井市安投寺蔵）



加1(i;枯樹／安投寺妙貶寺蔵「立山・米迎仏」について

「立山来迎仏�(安茨山妙皮寺茂）
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などは、 阿弥陀如来坐像で、 かつ説法印を結んでお

り、 こうした図像が存在していることもまた事実で

ある。 ところが、 これらには補彩が認められており、

当初より米迎図であったかどうか、 疑問を呈する向

きもある ＂ 。 今のところ、 掛幅装の阿弥陀三粉．｛象に

おいては、 古い作例においてしか、 確実な説法印の阿

弥陀来迎図がほとんど見られない点で、「立山来迎仏j

を阿弥陀三椋像と断ずることができないのである。

r立山来迎仏』の中粉をどうとらえるかについて

は、 今後の美術史的研究を待たねばならない。 しか

しここでは、 妙疫寺に、「当麻位陀羅jが二点、 確

認されていることから、 近世における浄土此荼謹の

展開の中でその1象容を考えるか、 あるいは「紺紙金

泥阿弥陀経jなどの巻：：f-本見返しの挿図に描かれる

阿弥陀三J/�:の1象容が、 坐像で説法印である例が多い

ことから、『立山来迎仏』は、「仏説阿弥陀経jを元

に描かれた阿弥陀三胞像として成立し、 化仏を加え、

これを以て「立山来迎仏 」としたものどちらかであ

ろうと考えておきたい。

②の梵鈍（喚鈍）は、 崩にも述べたように、 本図

を規定する大きな特徴の一つである。 仮に本図が

「立山来迎佛」という端裏：；いや裏杏きの類を失って

伝存していた場合、 本図を誤りな< r立山来迎仏j

とするには、 やはり「梵鉗（喚鈍）」にその特徴を

見いださなければならないであろう。 とすれば、 少

なくとも本図が成立した段階において、 梵鈍（喚筵）

は立山を象徴するものとして認温されていたとの推

論が成り立つ。 すなわち、 当該期における立山にお

いては、 梵鈍（喚鈍）が数的に目立ったか、 あるい

は立山信仰の唱務において重要な役割を果たしてい

たものと思われる。

立山と梵鈍に関する研究として斉藤苦夫氏の成果

がよく知られる sl。 立山関係の現存する梵鐘（喚鈍）

は、 次の4点である。

①:� �(念寺鈍（面白寺鈍）射水市新泌三日「凶根

②本敬寺節（老婆棠鈍）上市町舘

③念法寺銃（娼堂鈍） 盆山市本宮

災；

④苦入寺鈍（五越喚鈍）立山町米迫

もとより、 立山に限ったことではないが、 ）低応4年

(1868)の神仏混沿を禁じた明治維新政府による布

告、 いわゆる神仏分離令によって展淵した廃仏毀釈

述動は、 本地仏や仏教的法具を失わせることになり、

多くの梵鈍（喚鉦）もまた散逸してしまった。 さら

に太平洋戦争下において、 全国で金屈類の回収が行

われ、 ここでも梵鈍（喚銃）が供出（出征）された。

前に挙げた4点の梵鈍（喚鈍）は、 こうした時代を

かい＜ぐって今日に伝えられたものである。

立山信仰の唱祁において絵解きされた『立山姶荼

羅」にも梵鈍（喚鈍）が描かれている。「立山父荼

羅」に描かれた梵鈍（喚鈍）については、「立山父

荼羅』の諸本の成立秤菜や本写関係などおいて異な

る図像表現に差疾があるために、 にわかにその図像

をもって即実数というわけにはいかないが、 岩餅寺

桜内、 芦餅寺大門付近、 芦餅寺娼棠付近、 室棠・ざ

んげ坂、 頂上峰本社下の後生平、 ーノ谷上の弘法立

などに描かれている例がある。 苦入寺鐘はその銘か

ら 五越喚鈍.)であることが知られ、「立山込荼羅』

には、 五越喚鈍のように必ずしも描かれなかった梵

鈍（喚鈍）の類があったことがわかる。 ともあれ、

富山県 •石川限下の梵鈍を探求された斉藤氏が、

「立山一山には梵鋭（喚銃）が多い 」と評価してい

ることは、「立山来迎仏」の図像を解明する上で領

聴しなければならないであろう。I)1iに見た「寄付券

記』において、 梵筋（喚節）の寄進に注目すると、

①壱打控鈍 京三条求洞院 若山勘衛門（取持 武

州江戸葛西下小岩村 浄印）

②峰九品釣鈍一 口 金沢木新保石浦屋 孫三郎（元

文五年ノ天七月）

③喚鈍壱□ 江戸日本柏 奈呉川韮蔵

④ーノ谷喚錨壱ツ 西水柏浜町 平次郎／宗右衛門

⑤地荻谷喚鈍壱ッ 西館村 次助

⑥三ノ腰鉗壱ツ 今石動西I�り屋 願主 与右衛門

⑦四ノ腰喚鐘壱ツ 逸名村 孫兵衛

⑧ーノ腰喚鈍壱ツ 上訛村 大川寺
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⑨浄土山喚銃壱ツ

保11年）

金沢観音町屋舘屋

⑩血ノ池地獄ノ喚鈍壱ツ

兵衛

して烏髭（頭）は五輿と名付けた、

文治郎（天

下新川郡舟見村 大工fi1i

などがあげられる。 すでに述べたように『寄付券記j

は貞享3年以降、度重なる追記が認められることから、

上に示した10にのぽる記載が、 同時代に存在したもの

かどうかは直ちに断定できないものの、 立山山中のい

たる所に喚銃があったことが推察されよう。

そもそも立山において、 ーノ腰や三ノ腰というの

は、『伊呂波字類抄」に、 立山の 山体を仏の姿に擬

し、 膝を一 輿、 腰を二輿、Iけを三輿、 頚を四輿、 そ

とみえている。

輿の字は後世には「越」の字が充てられたが、 この

5. 裏書き

では『立山来迎佛』の泣大の手がかりとなる以ふ，！：：

きの内容を見てい＜ことにしたい。 裏杏きには次の

文言がある。

沙弥喬純

金澤四丁木町

室屋禰右衛門

石川郡新村

武兵衛

右之三散同慈而詣子

越州立山則於霊荻之

二越如表図奉拝

米迎干時享保十年

乙巳六月十七日申之

中刻也

安投山妙燦寺即榜上人快紺和尚弟子

頻主 喬純

とある。 これによると、 本図の成立について基本的

なl'i'j'報が得られる。

本文によると、 妙疫寺即誉快絣の弟子である益純

が、 金沢四丁木町10) の室屋弥右衛門と石川郡新村lll

ような呼称は、 諸国の霊山でも珍しく、

「三ノ越」があるものの、 立山ほど明確に5つに分

かつものではない。 なお、『立山紐荼羅Jや「寄付

券叫によれば、

れており、 上記のように、 ー、 三、

が寄進され、 各越それぞれの堂が喚鈍を伴っていた

ものと思われる。

以上、 立山にはいたるところに梵鈍（喚鈍）があ

り、 その娯観が激変する明治以前において、 室堂平

では、 錨や喚銃の音が特きわたるという音菜観であ

った様子 がうか がわれるのである。『立山来迎仏』

に梵鈍（喚鈍）が描かれたのも、

間的特徴を象徴的に表わしたものと考えられる。

文言
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の武兵衛らとともに、 三人で越中立山に登拝した。

そして立山の「ニノ越」において、 先の表図の如き

釆迎に逢い、 拝み奉ったとある。 妙慶寺即巻とは、

妙燦寺七世にあたる。

では、 この裏翡きから判明することを次に整理し

ておこう。

①妙慶寺喬純（妙｝泌寺八世）と妙慶寺柏家と思われ

る室屋弛右衛門と武兵衛の二人が、 同じ志をもっ

て越中立山に詣でたこと。

②参詣日は、 享保十年(-七二五）乙巳六月十七日

（グレゴリオ歴では七月二十六日）であること。
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③立山の「ニノ越」にて、 申の中刻（午後四時頃）

に、 来迎を拝み、 その様子が本図の如きものであ

ったこと。

④沙弥喬純とは、 妙慶寺即券快翔の弟子であること。

①は、「右之三拝同意而…」とあり、 宗教者であ

る沙弥益純が先逹という立揚ではなく、 三者同様の

立場と目的で立山に赴いたと解される。 室屋弾右衛

門と武兵衛については、 妙燦寺文苫の整理によって

師柏関係が認められる可能性があると思われるが、

管見の限りでは判然としない。

②からは、 本図か享保十年六月十七日からあまり

くだらない時期の成立であることは明らかである。

また③は、 登拝途中、 申の中刻（午後四時頃）に

二ノ越において、 来迎を拝んだということである。

「来迎を拝む」というのは、 すなわちプロッケン現

象を見たものと思われ、 その状況（いわば感得）を

仏教的に絵画化したものが本図である。 もとよりプ

ロッケン現象というのは、 高山で太協を秤にして立

つと、 自分の乱クが前方の雲や布に巨大に映り、 その

周囲に色のついた光の輪が見える現象をいい、 大気

中の水滴により太陽光線が回折して生じるものであ

る12)。「阿弥陀三粉」と化仏13体が極端に描き分けら

れているのは、 喬純をはじめ同行三人のプロッケン

現象を「阿弥陀三昨」に擬えたのであろう。

立山浄土、 すなわち『立山姶荼羅jをはじめとす

る立山の来迎の場面については、 高瀬重雄 13) 、 広瀬

誠 Ill 、 福江充 15,、 鈴木菜二 ltil などの先学が澁説を提

示している。 しかしながら、 いまなお十分な史科的

哀付けがなされておらず、 いずれも立山における阿

弥陀浄土、 来迎などの近世的批観ば必ずしも明らか

にされていないという研究史的課題がある。

天和3年(1683)、 俳人の大淀三千風が、 仙台を

発ち、 盛岡、 角舘、 酒田、 柏崎などを経て、 立山に

登山した際の記録に「日本行脚文梨jがある。 ここ

に立山頂上において「あなや奇ふ�'.:光す。 あふぎ見れ

ば。額のさきに朝日の御彩。責紫の輪光焼々として。
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その中に種々の奇妙あり。 をのをのあれやとばかり

さぐりあげ泊こぽちぬ」とプロッケン現象と思われ

る記録が見えている。 ただし、 ここでは「来迎」や

「浄土」という表現は見られない。

先学の発言に注目しておこう。

まず、 広瀬氏は、 かかるプロッケン現象が「御来

迎Jであるといい、 これが今日の「ご米光」となっ

たことを論じるが、 近世における立山来迎の史料的

根拠は提示されていない。

福江氏も立山浄土を論じるなかで、 プロッケン現

象を取り上げ「おそらく、 これがいつの頃からから

か極楽浄土からの阿弥陀如来の来迎に見立てられ、

特別に信仰されるよ うになったのだろう」とし、

「浄土山」の名称や「立山位荼羅』において雄山と

浄土山の間に阿弥陀釆迎が描かれることについて

も、 この現象が立ち現れる楊所である故のことと指

摘するにとどめている。

鈴木氏もまた、 浄土山を考察するにあたり、 弥陀

米迎の信仰の由来について、 プロッケン現象に求め

る解釈に対して「たしかにそれが、 弥陀来迎の聖地

という認澁を強める作用をした可能性は否定できな

いが、 さらに特定の信仰を成立させる要因があるの

ではないだろうか」として、「 ー光三粉如米」、 すな

ゎち也光寺如来との1刻わりに言及している。

以上のように、 先行研究では、 プロッケン現象と

立山来迎信仰をつなぐ史科的根拠が示されていな

ぃ。 今般発見された「立山来迎仏』は、 享保期の明

確な立山米迎とプロッケン現象をつなぐ絵画史料で

あるだけでなく、 夕刻四時（申中刻）頃、 立山ニノ

越の稜線束側における現象を示したものであり、 必

ずしも浄土山側にのみ立ち現れる現象ではないこ

と、 そして「立山米迎仏』と称する図像は、 舟形後

秤といえども、「ー光三椋如来」や「善光寺式阿弥

陀如来」ではないことなど、 立山来迎信仰を究明す

るうえで、 改めてその史科的価値が見いだされる。

従来、 立山来迎信仰は、［立山坐荼羅」の絵解き

空間の中で理解されてきた。 それは、『立山位荼羅」



の語本において、 立山における1:m山緑起、 禅定登山、

地駄、 浄土、 布低泄頂会の様子が絵画化され、 選び

取られ組み合わされているが、 とりわけ地叙と浄土

は、 双方が信仰的に関辿づけられるかのように、 ど

ちらかが欠洛するという作品は確認されていない。

かかる立山信仰を『立山位荼羅j世界の中に見いだ

すならば、 福江氏が指摘するように、「地狂と浄土

といった仏教世界が一斎者に体験できる、 （中略）自

然が造り出した「仏教テ ー マパ一ク」」であるとい

えよう。 つまり、 立山山中の地駄世界の語りによっ

て恐怖を体験することを経て、 阿弥陀如来の来迎に

迄い、 浄土往生が約束されるという信仰のあり方で

加iii妙駐樹／安投寺妙疫寺祓r、L山米迎仏」について

ある。 しかしr立山来迎仏lは、 地猛の反動や述続

としての立山来迎信仰というよりは、 必ずしも地獄

；点を伴わず、 殊に近世においては、 立山来迎信仰が

形．独で機能していたことをあらわすものという考え

も成り立つ。 さらに、 その享保期の成立という年代

も考廊すれば、 立山信仰の形成過程について再考の

余地が残されているといえよう。 近世の紀行記など

では、 下山途中に地瓜谷巡礼が行われる例が多いよ

うに思われることにも、 地駄→浄土という単線的か

つ地瓜ありきの米迎信仰でなかった可能性が考えら

れる点に注窓したいと思う。

まとめにかえて

以上、『立山来迎仏」という新出の絵画史科を取

り上げ、l½l述する澁問題にふれながら、 史科的価値

について検討した。 そもそも近世立山における誤観

形成を問逍とし、「寄付券記』研究の湖査段階にお

いて、 r立山米迎仏』が発見された。

本秘では、 本図の成立秤屎を明らかにする目的か

ら、 まず［寄付券，一叫を部分的に考察し、 近世金沢

に位ii"i:する有力寺院との関係性を示した上で、 金沢

妙慶寺が）蒻動的に［寄付券記』作成に関わった可能

性や、 同寺に本図が伝存する必然性に言及した。

r立山米迎仏』については、 中弥か説法印を結ぶ

坐像の米迎仏であり、 立山では珍しい図像であるが、

やはりこれは阿弥陀三椋と比定し、 金色の化仏13体

を合わせて阿弥陀三弥来迎図であろうと結論づけ

た。 また、 梵鈍（喚鈍）が描かれることについては、

近世立山には、 いたるところに梵筋（喚鈍）があり、

至徴平では、 鈍や喚鈍の斉が翠限きわたるという音娯

観であった様子をして、 象徴的に描かれたものとし

た。 なお、 本図の絵像・哀，料ともに、 地紐の要索が

全く含まれないことから、 地獄信仰の反動的契機や

辿続性をもつものとしての「立山米迎信仰」という

よりは、 近世中期以降においては、 必ずしも地駄諏

を伴わない立山来迎信仰が単独で機能していた可能

性を示した。 しかし、 本論中で展閲した推論は、 本

図1点に基づ＜ものであり、 こうした作例が他に見

いだされていない現段階において、 未だ説得性に乏

しい。 今後、 こうした観点に基づく史料濶査によっ

て、 新出史料が見いだされることが待たれる。

本麻；iでは、 r寄付券記」を踏まえて、「立山来迎仏』

を検討したが、 図らずも17世紀後半から18世紀前半

頃の立山信仰を考察する上で、 金沢大釆寺（曹洞宗）

卍山迫白と妙慶寺五世向券唱阿の二人は、 とりわけ

煎要人物であることが知られた。 この二人は、『奇

付券記』以外にも旧「老婆堂」の鈍、 すなわち本敬

寺鈍に現われている。 本敬寺鈍の銘文については、

陰刻文字に、 池ノ間各区に関係なく彫られた：iH本の

屎同・文字の大小・陰刻の深浅．漿使いなどから裂

なる時期に異なる切り手によって彫られたものとし

て、 四つに区分されている匹この追刻の問題を加

味して議論しなければならないが、 銘に、

立山老婆党鈍

施主 越中州新川郡

太田保九左衛門屎吉

法名 月磁浄媒居士
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承応二年癸巳年猛冬鋳之

施主 越中州射水郡倉掛庄

幹縁比丘 自炭沙門

打出本江村 西野形宗

比丘向券唱阿

頻主 衆徒中

社人中

加州大乗白卍山作銃

貞享二乙丑年六月廿
一 日再鈍之者也

（後略、傍点箪者）

とあり、「老婆堂」（娼堂）の鈍の勧進・鋳造に関わ

っている。これは「寄付券記jの一年前のことであ

る。また、梵鈍が寄進された「老婆堂」（温堂）は、

立山信仰の形成と展開過程における諸問俎のう

ち、貞享年問における立山の寄進に関する湖査に快

謝辞

付記

明治初期の神仏分離以前まで芦朗寺にあった滋で、

ここにみえる「願主」も芦餅寺の衆徒．社人と解さ

れる。 つまり、貞享二年、三年には、大乗寺卍山迫

白と妙疫寺向巻唱阿の二人が、芦絣寺と岩絣寺の両

方に隔たりなく関わっていたことが判明する。周知

のように、近世、特に宝永年間以降、芦餅寺と岩餅

寺の立山支配や立山信仰の弘通のあり方などをめぐ

る争論が絶えなかった。こうした争論に関する芦餅

寺側の史料的検討は巫ねられているものの、争論が

勃発した経綽については明らかにされていない。立

山の争論に関する問題についても、今後検討の余地

がある。 本論中で多数の課題を挙げたが、それらも

含めて、今後の諜題として拙喰したい。

＜応対していただいた妙慶寺住戦内田明徳氏に、彫

く御礼申し上げます。

なお、本柏には立山栂物館学芸諜内において、本図の解釈をめぐってご教示を得た内容も含まれている。
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註
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33 




